
■地域おこし協力隊インターンを募集する地方公共団体リスト(令和５年１０月１日時点)

都道府県 市町村名 プログラム内容 期間

①　移住・定住促進 ２週間以上３ヶ月以内

②　不動産利活用 実施時期

③　観光・情報発信 令和５年10月～令和６年３月末

○ ④　商品開発・販売 森町からのメッセージ

⑤　地域コミュニティ活動

⑥　漁業・水産業

○ ⑦　農業・林業

⑧　環境保全・自然保護

⑨　医療・保健

⑩　デジタル 問い合わせ先

⑪　教育・文化

⑫　スポーツ

⑬　フリーミッション

都道府県 市町村名 プログラム内容 期間

①　移住・定住促進 ２週間

②　不動産利活用 実施時期

○ ③　観光・情報発信 令和６年３月31日まで

④　商品開発・販売 浜頓別町からのメッセージ

⑤　地域コミュニティ活動

⑥　漁業・水産業

⑦　農業・林業

⑧　環境保全・自然保護

⑨　医療・保健

⑩　デジタル 問い合わせ先

⑪　教育・文化

⑫　スポーツ

⑬　フリーミッション

北海道 森町

　林業・木材作業の就業体験を通じた地域林業の振興に関する活

動や地域産業の活性化に向けた活動、町の魅力度向上に向けた情

報発信等に関する様々な活動に従事する。また、町が主催するイ

ベント等に積極的に参加しながら町民とのコミュニケーションを

形成する。

長期滞在を通じて、森町の新たな魅力発見を期待しております。

森町 農林課　佐藤・鹿角（01374-7-1086）

募集プログラムの種類

北海道 浜頓別町
　町内の観光施設に従事し観光振興に関する活動や町の魅力発

見、情報発信等に従事する。

とこトン　ハマる！　とくベツなまち　浜頓別町でお仕事をしてみませんか？

あなたの力をここで発揮してほしいです。ヤル気のある方是非一度チャレンジしてくださ

い。

浜頓別町 地方創生推進室

電　話：01634-2-2345

メール：sousei@mail.town.hamatonbetsu.hokkaido.jp

地域おこし協力隊インターン募集中　2４件

募集プログラムの種類



都道府県 市町村名 プログラム内容 期間

○ ①　移住・定住促進 17日間

○ ②　不動産利活用 実施時期

○ ③　観光・情報発信 令和６年２月６日～令和６年２月22日

○ ④　商品開発・販売 美幌町からのメッセージ

⑤　地域コミュニティ活動

⑥　漁業・水産業

⑦　農業・林業

⑧　環境保全・自然保護

⑨　医療・保健

⑩　デジタル 問い合わせ先

⑪　教育・文化

⑫　スポーツ

⑬　フリーミッション

都道府県 市町村名 プログラム内容 期間

①　移住・定住促進 ２週間から３ヶ月

②　不動産利活用 実施時期

③　観光・情報発信 令和５年10月から令和６年３月まで

④　商品開発・販売 安平町からのメッセージ

○ ⑤　地域コミュニティ活動

⑥　漁業・水産業

⑦　農業・林業

⑧　環境保全・自然保護

⑨　医療・保健

⑩　デジタル 問い合わせ先

○ ⑪　教育・文化

⑫　スポーツ

⑬　フリーミッション

北海道 美幌町

・美幌町内のみどりの村キャンプ場において、夏・冬のグラン

　ピングの試験運用を実施。

・美幌町内の事業者や農家との関わりを通して地域課題を学

　ぶ。

・既存施設の利活用や関係人口創出を目的とした事業開発設計

　も行う。

　地方創生を目的にまちづくりを行う民間企業である株式会社FoundingBaseへ委託した

企画です。

　株式会社FoundingBaseは、実際に全国20拠点以上に社員が移住し、グランピング場や

道の駅、公営塾・コワーキングスペースの運営まで手がける企業です。

　地方創生や事業開発に興味のある方、将来は地方で起業したい方にオススメです。

美幌町 総務部 政策課 政策統計グループ

電　話：0152-77-6529

メール：seisakug@town.bihoro.hokkaido.jp

募集プログラムの種類

北海道 安平町

　遊育や探求学習を通じた学びや挑戦につなげる安平町独自の社

会教育事業「あびら教育プラン」のスタッフサポートとして活動

していただきます。

１　あびら教育プランのサポート

２　あびら教育プラン記事作成

３　子ども向けイベント企画

４　インターン期間の学び報告会

５　安平町を活性化するその他の業務のサポート

　令和４年度のインターン修了生からは、「安平町を新たなふるさとだと感じられた」、

「人生のターニングポイントになった」との声をいただいております。

　安平町ならではの地域での暮らしを体験しながら、「あびら教育プラン」などを通じた

安平町の子どもたちとの関わりから、新たな世界そして新たな自分に出会えるかもしれま

せん。

安平町 政策推進課 政策推進グループ

電　話：0145-22-2751

メール：m-suishin@town.abira.lg.jp

募集プログラムの種類



都道府県 市町村名 プログラム内容 期間

○ ①　移住・定住促進 ２週間～３ヶ月

②　不動産利活用 実施時期

○ ③　観光・情報発信 令和６年３月末まで

④　商品開発・販売 中札内村からのメッセージ

○ ⑤　地域コミュニティ活動

⑥　漁業・水産業

○ ⑦　農業・林業

⑧　環境保全・自然保護

○ ⑨　医療・保健

○ ⑩　デジタル 問い合わせ先

○ ⑪　教育・文化

○ ⑫　スポーツ

○ ⑬　フリーミッション

都道府県 市町村名 プログラム内容 期間

①　移住・定住促進 ２週間

○ ②　不動産利活用 実施時期

○ ③　観光・情報発信 10月～３月（募集テーマによる）

○ ④　商品開発・販売 盛岡市からのメッセージ

○ ⑤　地域コミュニティ活動

⑥　漁業・水産業

○ ⑦　農業・林業

⑧　環境保全・自然保護

⑨　医療・保健

○ ⑩　デジタル 問い合わせ先

⑪　教育・文化

⑫　スポーツ

⑬　フリーミッション

北海道 中札内村

　中札内村の地域振興に関する活動に携わっていただきます。

　想定される主な活動は、役場業務（ふるさと納税、移住相談、

社会教育など）、観光業（観光協会など）、農業支援（農業担い

手センターと連携）、各種イベントへの協力等です。

　具体的な活動内容は面談を通して決定します。

　また、本村独自の取組みとして、勤務期間を６ヵ月まで延長し

て働くことも可能です。

　詳しくは担当までお問い合わせください。

　優しく穏やかな美しい村づくりを進める中札内村で自治体職員として地域振興の仕事を

体験してみませんか。

　ご自身の興味関心に合わせて勤務内容を決定するので、自分の持ち味を生かして働くこ

とができます。

中札内村 総務課 企画財政グループ

電　話：0155-67-2491

メール：s-kikaku@vill.nakasatsunai.hokkaido.jp

募集プログラムの種類

募集プログラムの種類

岩手県 盛岡市

活動テーマ（下記テーマから原則１テーマ）

・テーマ１　デジタルのチカラで、盛岡を笑顔に！

・テーマ２　林業の振興

・テーマ３　松園住宅団地の再生・活性化に向けた活動の推進

・テーマ４　玉山地域の伝統・食・技を活かした特産品開発プ

　　　　　　ロジェクト～令和６年夏開業・道の駅もりおか渋

　　　　　　民の看板商品を目指して～

・テーマ５　地域とともにつくる、清流・簗川の暮らし。

※詳細：募集要項参照

　盛岡市では、平成29年度から地域づくりや地元の若者の地元定着を目的として地域おこし協力隊を導入しました。

これまでの着任者数は27名となり、そのうち９名が現在、中山間地域活性化や関係人口創出等を活動テーマとして取

り組んでいます。

　これに加えて令和５年度からは、盛岡市地域おこし協力隊への応募を検討している方を対象として、実際の活動や

地域の状況、生活を具体的にイメージしていただけるように、「盛岡市インターン型地域おこし協力隊員」を募集し

ております。

　皆様からのご応募をお待ちしております。

盛岡市 市長公室 企画調整課 政策調整係　皆川（みなかわ）

電　話：019-626-7534

メール：kikaku@city.morioka.iwate.jp



都道府県 市町村名 プログラム内容 期間

①　移住・定住促進 ２週間～６週間

②　不動産利活用 実施時期

③　観光・情報発信

④　商品開発・販売

○ ⑤　地域コミュニティ活動 陸前高田市からのメッセージ

⑥　漁業・水産業

○ ⑦　農業・林業

⑧　環境保全・自然保護

⑨　医療・保健

⑩　デジタル

⑪　教育・文化 問い合わせ先

⑫　スポーツ

⑬　フリーミッション

都道府県 市町村名 プログラム内容 期間

○ ①　移住・定住促進 ご都合が良い時期（２週間）

②　不動産利活用 実施時期

③　観光・情報発信 10月～２月までの２週間

○ ④　商品開発・販売 岩泉町からのメッセージ

○ ⑤　地域コミュニティ活動

○ ⑥　漁業・水産業

○ ⑦　農業・林業

⑧　環境保全・自然保護

○ ⑨　医療・保健

⑩　デジタル 問い合わせ先

⑪　教育・文化

⑫　スポーツ

○ ⑬　フリーミッション

岩手県

募集プログラムの種類

岩手県 陸前高田市

　陸前高田市は、岩手県の南東部に位置し、三陸沿岸の特徴でもあるリアス式海岸と海・山・川があ

る自然豊かなまちです。2011年3月11日に発災した東日本大震災によって、甚大な被害を受けました

が、復興に向けて現在も新たなまちづくりに取り組んでいます。

　陸前高田市では、平成２８年度より、地域おこし協力隊を活用し地域課題解決のために様々な分野

において活動をしています。

　ぜひ地域おこし協力隊インターン生として地域に関わってみませんか？

市街地活性化分野：10/1(日)～11/30(木)の間の3週間～6週間

関係人口促進分野：10/1(日)～11/30(木)の間の2週間、農福連携分野：10/1(日)～11/30(木)の間の2週間～3週間

陸前高田市 観光交流課

電　話：0192-54-2111　メール：kankou@city.rikuzentakata.iwate.jp

⑤地域コミュニティ活動（市街地活性化分野）

・陸前高田ほんまる株式会社で、商店街事業者のヒアリング業務

やイベントの開催準備と運営の補助を行う。

⑤地域コミュニティ活動（関係人口促進分野）

・特定非営利活動法人SETで、地域外大学生と地域住民、事業者

へのヒアリング業務や関係人口プログラムサポート業務を行う。

⑦農業・林業（農福連携分野）

・一般財団法人みらい創造財団朝日のあたる家で、農福連携分野

の現場サポートや体験レポ作成、インタビュー記事の作成などを

行う。

募集プログラムの種類

岩泉町

　２週間の日程で、活動体験を希望するテーマに沿った活動を体

験いただきます。

　町の移住コーディネーターがプログラムの体験希望者と事前に

プログラムの内容を調整して体験プログラムを作成します。

　事業所受入型のテーマの場合、受入先となる事業所での活動体

験を行っていただきます。

　例えば農業関係の場合、作業体験はもちろんのこと、先輩協力

隊との意見交換会や、住居の紹介、町の概要を知っていただくた

め、歴史民俗資料館を見学いただく等、様々なメニューを用意し

ております。

　岩泉町ではこれまで２泊３日の「おためしプログラム」の実施を行ってきました。

　令和５年度から２週間の体験型の「おためしインターン」の受入も開始しました。

　おためし・インターンは主に学生の皆様を対象としておりますので、興味のある方はお

気軽にお問合せ下さい。

　下記リンク先の町のホームページに募集テーマを掲載しています。

　https://www.town.iwaizumi.lg.jp/docs/2018110800012/

岩泉町 政策推進課

電　話：0194-22-2111（内線：420）

メール：seisaku@town.iwaizumi.lg.jp



都道府県 市町村名 プログラム内容 期間

①　移住・定住促進 ２週間以上３ヶ月以内

②　不動産利活用 実施時期

③　観光・情報発信 令和５年11月～令和６年３月の任意の２週間以上３ヶ月以内

④　商品開発・販売 米沢市からのメッセージ

⑤　地域コミュニティ活動

⑥　漁業・水産業

⑦　農業・林業

⑧　環境保全・自然保護

⑨　医療・保健

⑩　デジタル 問い合わせ先

○ ⑪　教育・文化

⑫　スポーツ

⑬　フリーミッション

都道府県 市町村名 プログラム内容 期間

①　移住・定住促進 ２週間以上１ヶ月未満

②　不動産利活用 実施時期

③　観光・情報発信 令和６年２月下旬まで随時実施

④　商品開発・販売 伊達市からのメッセージ

○ ⑤　地域コミュニティ活動

⑥　漁業・水産業

○ ⑦　農業・林業

⑧　環境保全・自然保護

⑨　医療・保健

⑩　デジタル 問い合わせ先

⑪　教育・文化

⑫　スポーツ

⑬　フリーミッション

募集プログラムの種類

福島県 伊達市

・市内の梁川町粟野地区において、農業体験を実施。果物や野

　菜などの収穫の手伝い。（時期によって体験する野菜、果物

　が変わります）

・地域の自治組織（自治会）が主催する行事（文化祭、運動

　会、婚活イベントなど）の運営手伝い。

・地域を巡り、住民との意見交換

・地域を活性化するための企画提案について検討

　インターンを実施する梁川町粟野地区は、伊達市内でも有数な平野部を持ち、農地としてとても優良な土地

です。きゅうりや桃、ぶどうなどを栽培している農家が多くあります。

　毎年、首都圏にある大学の農学部研修を受け入れていたりと、外部人材を受け入れるノウハウも持っている

地区です。

　地域おこし協力隊経験者の伴走サポートを受けながら安心して活動できます。ぜひお申込みください。

　https://www.city.fukushima-date.lg.jp/soshiki/11/62318.html

伊達市 協働まちづくり課

電　話：024-575-2115

メール：kyodou@city.fukushima-date.lg.jp

　米沢市は、学園都市であり、人口規模８万人前後の都市に３つの大学が立地している例は全国

的にも少なく、本市の大きな特色の一つとなっています。一方で、本市を卒業した学生のほとん

どは、卒業後に市外へ就職してしまうことが多いのが現状です。学生が愛着を感じ、卒業後も暮

らしたくなるまちを実現するため、一層の学生支援を行うとともに、在学中に学生が地域とつな

がりを持つための後押しになる活動を共に行っていただく地域おこし協力隊員を募集していま

す。

米沢市 地域振興課

電　話：0238-22-5111（内線：2804）

メール：chiiki-ka@city.yonezawa.yamagata.jp

山形県 米沢市

①学生と地域の人たちをつなげる交流拠点の活性化やイベント

　の企画・実施

②地域活動や起業などを頑張る学生のサポート

（米沢市内外の企業関係者などへの橋渡しなど）

③学生が楽しく、充実した学生生活を送るための地域の行事や

　各種情報の発信・PR

募集プログラムの種類



都道府県 市町村名 プログラム内容 期間

①　移住・定住促進 ２週間

②　不動産利活用 実施時期

○ ③　観光・情報発信 令和５年11月16日（木）～令和５年11月29日（水）

④　商品開発・販売 国見町からのメッセージ

○ ⑤　地域コミュニティ活動

⑥　漁業・水産業

○ ⑦　農業・林業

⑧　環境保全・自然保護

⑨　医療・保健

⑩　デジタル 問い合わせ先

⑪　教育・文化

⑫　スポーツ

⑬　フリーミッション

都道府県 市町村名 プログラム内容 期間

○ ①　移住・定住促進 ２週間（実労働日10日間）

②　不動産利活用 実施時期

○ ③　観光・情報発信

○ ④　商品開発・販売

○ ⑤　地域コミュニティ活動 甘楽町からのメッセージ

⑥　漁業・水産業

⑦　農業・林業

⑧　環境保全・自然保護

⑨　医療・保健

⑩　デジタル 問い合わせ先

○ ⑪　教育・文化

○ ⑫　スポーツ

⑬　フリーミッション

募集プログラムの種類

群馬県 甘楽町

　活動内容については、地域コミュニティ活動や情報発信・PR活

動、イベントサポート等、様々であり、地域の問題解決や活性化

のための活動に携わります。

　インターン希望者がやってみたいことがあれば、そうした要望

についてもプログラムの中に盛り込むといった個別対応をしてい

ます。

　詳細は、以下のHPをご確認ください。

https://www.town.kanra.lg.jp/soumu/chiiki/news/tiikiokos

hi-intern.html

甘楽町 地域魅力化特命室（高田・堀口）

電　話：0274-64-9310

メール：chiiki@town.kanra.lg.jp

令和５年10月～令和６年２月の間

甘楽町 地域魅力化特命室に個別相談してください。

　甘楽町では、令和５年８月から地域おこし協力隊インターン（報酬あり、町長名での委嘱状あり）の受入を

開始しました。

　町営のシェアハウス（冷暖房完備、鍵付きの個室利用、高速Wifi有、電動自転車利用可能）に暮らしなが

ら、役場職員や地域住民とともに、地域魅力化に関わる取り組みを行う経験は、今後の自分のキャリアを考え

る上でも、大いに役立つ経験になることでしょう

募集プログラムの種類

福島県

　みなさんこんにちは！福島県国見町は、夏は桃から始まり、秋にはぶどうやりんご、冬にはあ

んぽ柿等果樹が盛んな町です。メインの果樹を活用して、1本の桃やりんごの木を複数人でシェ

アするオーナー制度をメインに関係人口創出を図る取組を実施中です。その他、町で募集してい

る関係人口創出部門の地域おこし協力隊の活動や公営塾等の取組を見学していただいたり、オー

ナー制度に関わりのある農家さんでの農業体験もプログラムに組み込んでします！少しでも気に

なることがあればお気軽にお問い合わせください。

国見町 企画調整課 総合政策係

電　話：024-585-2217

メール：kikaku@town.kunimi.fukushima.jp

国見町

・町内で実施する、クニミノマド（関係人口創出）事業のりん

　ごの木オーナー制度収穫体験の運営補助

・令和６年度のクニミノマド事業の企画立案

・オーナー制度で関わりのある農家さんでの農業体験　他



都道府県 市町村名 プログラム内容 期間

○ ①　移住・定住促進 ３週間（15日間）以内

②　不動産利活用 実施時期

○ ③　観光・情報発信 令和６年２月中旬～３月中旬の間

④　商品開発・販売 中之条町からのメッセージ

○ ⑤　地域コミュニティ活動

⑥　漁業・水産業

○ ⑦　農業・林業

⑧　環境保全・自然保護

⑨　医療・保健

⑩　デジタル 問い合わせ先

⑪　教育・文化

⑫　スポーツ

⑬　フリーミッション

都道府県 市町村名 プログラム内容 期間

○ ①　移住・定住促進 ２週間～３ヶ月

②　不動産利活用 実施時期

○ ③　観光・情報発信 令和６年２月以降

○ ④　商品開発・販売 横瀬町からのメッセージ

○ ⑤　地域コミュニティ活動

⑥　漁業・水産業

○ ⑦　農業・林業

⑧　環境保全・自然保護

⑨　医療・保健

⑩　デジタル 問い合わせ先

⑪　教育・文化

⑫　スポーツ

⑬　フリーミッション

群馬県

埼玉県

中之条町

募集プログラムの種類

横瀬町

　地域に新たな経済循環と人と人をつなぐまちづくり会社「株式

会社ＥＮｇａＷＡ」の活動に参加いただきます。

＜主なプログラム＞

●農作業支援

●地元農産物等を使った商品開発支援

●地元農産物等を使った食堂（横瀬駅前食堂）のサポート

●地元農産物等をコミュニティカフェ（チャレンジキッチンＥＮ

ｇａＷＡ）のサポート及びイベントの企画・実施

●コミュニティスペース（エリア８９８、ＬＡＣ横瀬）でのイベ

ント実施

●ＳＮＳ等を活用した情報発信

など、全般にわたり活動・体験していただきます。

募集プログラムの種類

（１）町の産業振興に関する活動

（２）町の地域の魅力向上に関する活動

（３）その他町の地域力向上の目的を達成するために必要な活

　　　動

詳細については、ヒアリングの後、募集プログラムの分野におい

て選択・決定します。

　横瀬町は、埼玉県の秩父地方に位置する人口約7,800人の小さな自治体です。池袋から特急で最短72分とい

う近さで、都会とは全く違ったのどかな風景と人々のあたたかさにふれることができる都心近郊の美しい田舎

町です。

　「日本一チャレンジする町」「日本一チャレンジする人を応援する町」を掲げる本町は、「自分の得意なこ

とや知識・経験を活かしたい」「起業のキッカケをつかみたい」と考えている協力隊員の活動を、小さな町な

らではのスピード感や一体感、柔軟性で全力でバックアップしています。10月１日現在、本町では17名の隊

員が活動し、うち７名が(株)ＥＮｇａＷＡに所属しています。

横瀬町 まち経営課

電　話：0494-25-0112

メール：machikei@town.yokoze.saitama.jp

　中之条町では地域力を維持・強化する担い手の確保が重要な課題となっており，新たな担い手とな

る地域おこし協力隊等の多様な人材を積極的に育成し，連携・協働することで地域を活性化し，移

住・定住の促進を図っています。

　令和４年度から本町においては地域おこし協力隊インターンの受け入れを開始することとし、これ

により、通常の地域おこし協力隊としての実際の活動や地域の状況，生活が具体的にイメージしてい

ただき、ご自身の地域でのキャリアを考える機会としていただければと考えています。

中之条町 企画政策課 企画調整係

電　話：0279-75-8837

メール：ki_chousei@town.nakanojo.gunma.jp



都道府県 市町村名 プログラム内容 期間

①　移住・定住促進 ２週間～３ヶ月

○ ②　不動産利活用 実施時期

③　観光・情報発信 令和５年10月１日～随時募集（予算が上限に達した時点で募集終了）

④　商品開発・販売 湯沢町からのメッセージ

⑤　地域コミュニティ活動

⑥　漁業・水産業

⑦　農業・林業

⑧　環境保全・自然保護

⑨　医療・保健

⑩　デジタル

⑪　教育・文化 問い合わせ先

⑫　スポーツ 湯沢町 企画産業観光部 企画観光課　（担当：本田）

○ ⑬　フリーミッション 電話番号：025-784-4850

都道府県 市町村名 プログラム内容 期間

①　移住・定住促進 ２週間～１ヶ月

②　不動産利活用 実施時期

③　観光・情報発信 本人の希望による

○ ④　商品開発・販売 小浜市からのメッセージ

⑤　地域コミュニティ活動

○ ⑥　漁業・水産業

○ ⑦　農業・林業

⑧　環境保全・自然保護

⑨　医療・保健

⑩　デジタル 問い合わせ先

⑪　教育・文化

⑫　スポーツ

⑬　フリーミッション

福井県 小浜市

・市内の飲食店においての調理等の研修。

・市内の農家において、農業研修。

・市内の水産業について、現場研修。

・小浜市が取り組む食のまちづくりについての研修。

・研修内容については本人の希望に合わせます。

　小浜市では、「農業者」「漁業者」「料理人」等、食関連産業の担い手を募集していま

す。地域おこし協力隊の期間では、本人の希望に合わせた研修先にて、研修を行います。

研修期間終了後は市内での就職や起業を目指します。研修期間中は市職員や現役協力隊員

とのミーティングの機会もあり、研修についての相談等ができる環境があります。小浜市

の地域おこし協力隊をめざす方、ぜひお問い合わせください。

小浜市 企画部 食のまちづくり課

電　話：0770-53-1000

メール：syoku-machi@city.obama.lg.jp

新潟県 湯沢町

【プログラムＡ】

　湯沢町内にある空き家を宿泊施設に利活用するための調査や、

宿泊施設などの事業承継希望者の調査を体験したり、実際に宿泊

業の就業体験をしてもらいます。

【プログラムＢ】

　おためし協力隊希望者の「やりたい」をヒアリングした上で、

湯沢町内の課題や資源を持っている方とマッチングし、その内容

にあったプログラムを体験してもらいます。

募集プログラムの種類

募集プログラムの種類

　湯沢町は新潟県の南端にあり、名峰の谷川岳と「日本百名山」に選ばれた苗場山などに囲まれた自然が豊か

な温泉の町です。また都市部からのアクセス性の良さを合わせ持ち、新幹線を利用したアクセスでは、東京駅

から上越新幹線で約１時間30分、車では関越自動車道を利用して練馬ＩＣから約１時間50分と気軽に訪れて

自然に触れることができる地域でもあります。

　しかしながら湯沢町では、人口の減少や少子高齢化の影響により、地域資源の保全や住民生活の維持など集

落機能の弱体化が懸念されています。

　そこで、湯沢町への移住者を増やすため、一定の期間、湯沢町に宿泊しながら地域協力活動を体験し、受入

地域とのマッチングを図る「湯沢町地域おこし協力隊インターン」の隊員を募集します。



都道府県 市町村名 プログラム内容 期間

○ ①　移住・定住促進 ２週間以上３ヶ月以内

②　不動産利活用 実施時期

○ ③　観光・情報発信 10月～12月

④　商品開発・販売 長和町からのメッセージ

⑤　地域コミュニティ活動

⑥　漁業・水産業

⑦　農業・林業

⑧　環境保全・自然保護

⑨　医療・保健

⑩　デジタル 問い合わせ先

○ ⑪　教育・文化

○ ⑫　スポーツ

○ ⑬　フリーミッション

都道府県 市町村名 プログラム内容 期間

①　移住・定住促進 ２週間以上３ヶ月以内

②　不動産利活用 実施時期

③　観光・情報発信 令和６年３月までの２週間以上３ヶ月以内

○ ④　商品開発・販売 大鹿村からのメッセージ

⑤　地域コミュニティ活動

⑥　漁業・水産業

⑦　農業・林業

⑧　環境保全・自然保護

⑨　医療・保健

⑩　デジタル 問い合わせ先

⑪　教育・文化

⑫　スポーツ

⑬　フリーミッション

　長和町をさらに活性化させ、より豊かなまちへと繋げていくためには、既存の取組みの可能性をさらに広げ

たいという人や、自ら価値を生み出したいという人との共創が必要であると考えています。総務省が創設した

「地域おこし協力隊インターン制度」を活用してインターン生を募集し、長和町で起こっている様々な活動に

参画できる機会や、自分のやりたいことを町で挑戦できる機会を用意しました。

　長和町公式HP、移住スカウトサービス『SMOUT』にも募集要件等を掲載しておりますのでぜひご覧くだ

さい！

長和町 企画財政課

電　話：0268-75-2042（課直通）

メール：kikaku@town.nagawa.nagano.jp

　大鹿村は長野県の南部に位置し、天竜川の支流、小渋川の上流に位置します。村の面積

248.28平方キロメートルの内97％が山林原野で占められ、平地がわずかな、集落が急傾斜

地に点在する典型的でのどかな山村です。 また江戸時代から300有余年の伝統ある「大鹿

歌舞伎」の村として、全国的に名を広めています。地域外の活力ある人材を積極的に受け

入れることにより集落の活性化や産業の振興のため、大鹿村を元気にしてくれる「地域お

こし協力隊」を募集します。

大鹿村 総務課 企画財政係

電　話：0265-39-2001　ＦＡＸ：0265-39-2269

メール：ki-zaisei@vill.ooshika.lg.jp

長野県

長野県

募集プログラムの種類

長和町

①既存事業参画型

　現地域おこし協力隊が実施する以下のプロジェクトへ参画し、

長和町の「ひと、もの、こと、くらし」を体感する。

　＜活動内容の例＞

　・空き家のDIYイベント企画／運営

　・長和町シェア型移住体験施設ＮＡＵの管理／運営

　・宿場町マルシェイベントの企画／運営

　・宿場まつりの運営など...

②自主事業提案型

　自分の得意なこと・やりたいこと・好きなことを活かし、自分

なりの事業を提案・実施。

募集プログラムの種類

大鹿村

・豆腐工房事業継承に関する業務

　大鹿村内にある豆腐工房の事業継承者を募集します。

　インターンにて実際に体験していただき、地域おこし協力隊の

期間で一連の業務を習得していただきます。

　最終目標は豆腐工房の事業継承です。

・工房の状況

　大鹿村特産の大豆「平成中尾早生」を使用した、特産豆腐及

びその豆腐を揚げた油揚げが名物の豆腐工房です。

・生産品

　大鹿地大豆とうふ　大鹿豆腐　油揚げ



都道府県 市町村名 プログラム内容 期間

○ ①　移住・定住促進 ２週間～３カ月程度

②　不動産利活用 実施時期

○ ③　観光・情報発信 令和５年10月１日～令和６年３月31日

○ ④　商品開発・販売 那智勝浦町からのメッセージ

○ ⑤　地域コミュニティ活動

⑥　漁業・水産業

○ ⑦　農業・林業

⑧　環境保全・自然保護

⑨　医療・保健

⑩　デジタル 問い合わせ先

⑪　教育・文化

⑫　スポーツ

⑬　フリーミッション

　

都道府県 市町村名 プログラム内容 期間

①　移住・定住促進 １ヶ月半程度　※延長・短縮要相談

②　不動産利活用 実施時期

③　観光・情報発信 令和６年１月～令和６年３月の間の任意の１ヶ月半

④　商品開発・販売 雲南市からのメッセージ

⑤　地域コミュニティ活動

⑥　漁業・水産業

⑦　農業・林業

⑧　環境保全・自然保護

⑨　医療・保健

⑩　デジタル 問い合わせ先

⑪　教育・文化

⑫　スポーツ

○ ⑬　フリーミッション

島根県 雲南市

・市内の健康食品製造工場にてインターンシップをしながら、

　工場で働く従業員から仕事や暮らしなど自身が関心のある事

　のヒアリングを通して、人材育成に関わるコミュニケーショ

　ンツールの作成を行う。（２名）

・その他　今後順次プログラム内容追加予定。

　＜https://unnan-social-challenge.jp/challenge/ucc＞

　日本の25年先の高齢化社会をいく雲南市。地域の課題を市民との協働のまちづくりで解決して

いく課題解決先進地として、持続可能な地域をつくりだすため、「人材の育成」に力を入れてい

ます。

　雲南コミュニティキャンパス（略してU.C.C）では、雲南市全体を学びのフィードとして、新

たなチャレンジを通じて、圧倒的な学びと成長に繋がる取り組みを行っています。

　チャレンジの連鎖が起きている雲南市でインターンを経験してみませんか。

雲南市 政策企画部 政策推進課

電　話：0854-40-1011

メール：seisakusuishin@city.unnan.shimane.jp

　那智勝浦町色川地区や太田地区は地域の方々との対話を大切にし、コミュニケーションを取る機会が多くありま

す。色川地区は、約50年前から移住者の受入れを行っており地区人口の半数以上が移住者で構成されています。太田

地区は、イベント運営、福祉の仕事、施設の改修工事、交流センターの運営、農業の手伝いなどと、幅広く活動して

います。

　田園風景が広がり美しい川が流れていて、夜になると、無数の星を観察することが出来ます。山・海・川と自然を

満喫することも楽しみの一つです。地域のこれまでを学び、地域の方々と共に、歴史や文化を繋いでいきませんか？

那智勝浦町 観光企画課

電　話：0735-29-2007

メール：kikaku06@town.nachikatsuura.lg.jp

募集プログラムの種類

那智勝浦町和歌山県

●町内の色川地区では、地域の概要説明、協力隊の業務説明、

　地域見学と業務体験などを中心に期間を過ごして頂く。ま

　た、地域住民や地域役員との交流もプログラムに組み込んで

　いる。短期間であっても、色川地区の地域おこし協力隊の実

　際の活動を体験するとともに、地域の課題や想いに触れて頂

　くことを主旨としている。そのことにより、双方にとって有

　意義なおためし期間となる事をプログラムの目的とする。

●町内の太田地区では、廃校利用施設「交流センター太田の

　郷」にて、様々なプログラムを実施する。

　例：イベント開催、農業のお手伝い、施設運営、改修工事、

　　　福祉など

募集プログラムの種類



都道府県 市町村名 プログラム内容 期間

①　移住・定住促進 活動期間：２週間以上３ヶ月以下　活動時期：随時

②　不動産利活用 実施時期

○ ③　観光・情報発信 随時

④　商品開発・販売 笠岡市からのメッセージ

⑤　地域コミュニティ活動

⑥　漁業・水産業

⑦　農業・林業

⑧　環境保全・自然保護

○ ⑨　医療・保健

⑩　デジタル 問い合わせ先

○ ⑪　教育・文化

⑫　スポーツ

○ ⑬　フリーミッション

都道府県 市町村名 プログラム内容 期間

①　移住・定住促進 ２週間～１ヶ月程度

②　不動産利活用 実施時期

○ ③　観光・情報発信 11月以降

④　商品開発・販売 雲仙市からのメッセージ

⑤　地域コミュニティ活動

○ ⑥　漁業・水産業

○ ⑦　農業・林業

⑧　環境保全・自然保護

⑨　医療・保健

⑩　デジタル 問い合わせ先

⑪　教育・文化

⑫　スポーツ

⑬　フリーミッション

長崎県 雲仙市

 みなみくしやまの魅力発信

　農漁業が盛んな南串山町の魅力の情報発信（動画やSNS発信）

など

雲仙市 総務部 政策企画課　担当：木村

電　話：0957-47-7709

メール：kikaku@city.unzen.lg.jp

募集プログラムの種類

岡山県 笠岡市

●一般社団法人笠岡市観光協会と連携して、観光関連商品の開

　発、人材育成やボランティアガイドに対する情報交換の場の

　設定、観光案内所の運営など観光振興による地域の活性化に

　取り組む

●コミュニティナースとして笠岡諸島で島民の医療、介護、福

　祉の相談を受けるとともに、高齢者が生き生きと健康的に暮

　らせる島づくりに取り組む（看護師または保健師の資格を持

　っている人）

●市内の高等学校を中心とした探求学習支援やキャリア学習支

　援

●インターン希望者からの提案も募集します

　Ｒ４より地域おこし協力隊インターン募集を開始し，高校生・大学生・社会人といった様々な

方が，岡山県笠岡市で地域住民，地域おこし協力隊，行政と連携をしながら活動しています。

　お気軽にお問い合わせください！

※募集開始からの協力隊インターンの人数：計12名（6/1時点）

https://www.city.kasaoka.okayama.jp/site/teijyuu/42353.html

笠岡市定住促進センター　担当者：中嶋

電　話：0865-69-2377

メール：teijyuu@city.kasaoka.okayama.jp

　雲仙市は美しい海や山に囲まれる風光明媚な場所であり、まずは雲仙市に滞在しなが

ら、様々な地域おこし活動を体験してみませんか？

　左記いずれのテーマについても、地域おこし協力隊の募集を行う予定としており、イン

ターン体験後は１年以上地域おこし協力隊として活動できる可能性があります。

　ぜひ一度、雲仙市に来て体験してみてください！

募集プログラムの種類



都道府県 市町村名 プログラム内容 期間

①　移住・定住促進 ２週間～３ヶ月

②　不動産利活用 実施時期

③　観光・情報発信 令和５年10月～令和６年３月

④　商品開発・販売 延岡市からのメッセージ

⑤　地域コミュニティ活動

⑥　漁業・水産業

⑦　農業・林業

⑧　環境保全・自然保護

⑨　医療・保健

⑩　デジタル 問い合わせ先

○ ⑪　教育・文化

⑫　スポーツ

⑬　フリーミッション

都道府県 市町村名 プログラム内容 期間

①　移住・定住促進 （ご希望の日程と調整のうえ）30日程度

②　不動産利活用 実施時期

③　観光・情報発信 ～11月末

④　商品開発・販売 志布志市からのメッセージ

⑤　地域コミュニティ活動

○ ⑥　漁業・水産業

○ ⑦　農業・林業

⑧　環境保全・自然保護

⑨　医療・保健

⑩　デジタル 問い合わせ先

⑪　教育・文化

⑫　スポーツ

⑬　フリーミッション

　ようこそ志のまち志布志市へ！海辺の暮らしや穏やかな山里の暮らしなど様々な生活ス

タイルが選択できます。飲食店街やスーパーも有りますので、程よい田舎暮らしを楽しみ

ましょう。

　環境を変えて生活したい、ふるさとに戻って事業を立ち上げたい…など地方暮らしを具

体的に考える方もご安心を。移住経験のある担当者たちがその実体験を基に、あなたのお

悩みやご相談をお聞きします。

鹿児島県

宮崎県

募集プログラムの種類

志布志市

農業サポートセンター支援員としてのミッション

（市の農業の魅力PR、地元農家さんへのサポートなど）

「募集サイト」↓

https://will424.com/2023/09/02/nogyo/

志布志市移住・交流支援センター「Esplanade」

TEL：099-401-0405   MAIL：tagawa.iju@gmail.com

募集プログラムの種類

延岡市

〇STEAMラボ：東京学芸大学と連携し、こどもたちが身近な課

題を発見し、チームで試行錯誤しながら課題解決に向けて探求す

る。

〇自然体験活動：延岡ならではの自然環境を活かしアウトドア体

験に加え、課題を見つけ考えを深堀する学び。

〇English Camp：「英語が通じた」「外国の人とやりとりがで

きた」という実体験を一人でも多くのこどもたちに経験してもら

う、ネイティブの英語に触れる機会。

〇夢の教室：JFAと連携し、様々な競技のスポーツ選手などを市

内中学校へ派遣し、夢を持つことの大切さなどを体験談を通じて

こどもたちに伝える。

　その他のプログラムの様子は、『一般社団法人延岡こども未来

創造機構』のホームページをご覧ください。

https://nobeoka-kodomomirai.jp/

　延岡市は、学校、家庭、地域と連携し、多様な学びの機会を創出しながら延岡ならではの人間力を育む新たな仕組

みづくりの検討を進めてまいりました。「一般社団法人延岡こども未来創造機構」は、その新たな担い手として、令

和４年３月29日に設立した法人です。

　「子どもたちには、本来持つ創造性やワクワクする感覚を輝かし、自分らしく生きてほしい。」こうした想いを地

域と共感し、延岡ならではの環境を活かした学びの場を創っていきたいと考えています。

　運営をしていく私たちも子どもたちと面白がりながら、学びながら取り組んでいます。一緒に経験を活かして働い

てみませんか。

延岡市 企画部 経営政策課

TEL：0982-22-7079

E-mail：keiei@city.nobeoka.miyazaki.jp


